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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は日本の社会学の調査史における従来の方法を再検討し、新たな方法論的枠組
みを提出することにある。社会学史は伝統的に近代社会に対する理論を寄せ集めたものに過ぎず、フィールドワークや
質問紙調査などを通じた経験的な観察がどんな社会認識を生みだしてきたかは無視されてきた。この研究は、ことばだ
けでなくモノや空間やメディアによって認識される社会を含む、新たな理論的・方法論的枠組みを提出する。さらに、
新たなコンピュータ技術や映像メディアをデータの収集・整理のプロセスで使いこなす方法論的な枠組みをも展望する
。こうした試みは、社会学の研究および教育に大きな貢献をなすであろう。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project is to re-evaluate the previous use of methods in 
sociological research in Japan, and to propose a new methodological framework.
The traditional approach to sociological research in Japan often merely involved compiling a body of 
theoretical knowledge concerning modern society, whilst the role of actual empirical observation (for 
example through fieldwork and questionnaire surveys etc.) was usually neglected.
This study proposes the application of a broader theoretical framework, which also includes current 
issues in sociological research (for example referencing concepts such as "materiality," "space," "media" 
etc.). Furthermore, it advocates the development of a practical methodological framework, for example 
using digitalization, statistics and visual aids in processing and representing data. These frameworks 
will contribute to both research and educational methods.
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１．研究開始当初の背景 
 
 今日の社会科学は、専攻分野や研究領域
が専門化し、具体的な研究手法や問題設定
が並列的に細分化しがちである。結果とし
て、社会学という学問が基本において取り
組んできた原点となる問題意識の実践性や
調査研究の有効性が見えにくくなり、研究
すること自体の社会的な意義に疑問を持た
れるような事態すら生まれている。分野横
断的で領域融合的な試みの必要性が唱えら
れているのも、また研究成果の社会的還元
や大学等の社会貢献の論議も、この専門分
化の弊害が意識されたがゆえである。 
 社会調査もまた、1960 年代から 70 年代
にかけての議論があまりに、それを世論調
査の新しい「技術」として語ったために、
社会学的想像力の本質にかかわるという局
面が軽視されてきた。理論の発展の歴史、
学説の整理として確立した「社会学史」の
研究に比して、広義の調査研究 research 
として社会学を支えてきた方法意識や実践
の蓄積については、それを積極的に発掘し
主題化する試みも少なく、組織だった研究
が世界的にもなされていない現状にある。 
 研究代表者はすでに『歴史社会学の作法』
（2001）等の著作において、そのことを指
摘し、『東京市社会局調査の研究──資料的
基礎研究』（1992）など、学史の欠落を補
う資料蓄積の実験的な試みも積み重ねてき
た。知識を参照し累積していける共通基盤
をつくりだすことは、方法をめぐる論議に
確固たる基礎を与える第一歩だからである。 
 『社会調査論』（2009）の第１部におけ
る、方法の論理とプロセスの総合的な検討
は、そうした問題意識に基づく準備作業の
ひとつであった。「社会調査史」は単なる技
術の応用の歴史ではなく、社会認識を生産
する様式のいわば発展史であり、その歴史
社会学的な分析である。調査実践に作用し
ている技術的、制度的、文化的なさまざま
な制約を乗り越える「認識論的切断」と「再
組織」なしに、今日のような個人化や私化
にもとづく「個人情報」概念の拡大が、調
査の困難として現われる時代における社会
調査 social research の諸問題と向かい合
い、新たな方法のパラダイムを生み出すこ
とはできない。 
 新たな社会研究の方法意識を作り上げる
ためには、①日本の「社会調査論」の理論
枠組みの広い範囲にわたる再検討と、②現
実に行われてきた「社会調査」の実践の方
法論的特質を浮かびあがらせる枠組みの構
築が不可避である。社会調査の歴史的な展
開の単なる記述ではなく、方法論という認
識の枠組みに踏み込んだ形で、社会認識の
発展を明らかにすることが、研究の中核と
ならざるをえないからである。立場が違う
数多くの研究者たちの共同作業も、また研

究会活動を通じての推進も、それゆえに必
要となる。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、現代における社会調査
の多次元的な可能性を、研究史の蓄積に学
びつつ、社会認識を生産する実践の作法に
かかわる公共知として再構築することであ
る。その論理と方法の探究は、じつは「〈社
会〉とは何か」「〈社会的なるもの〉をいか
に対象化するか」など、社会学という学問
の「原点」を再考することにもなる。 
 本研究の具体的な研究の課題は、(1)近代
日本の多様で多面的な社会調査の歴史を、
調査実践の経験的な事実の累積をもとに描
きだす、(2)理論史としての学史とは異なる、
方法史としての学史を構成する、(3)歴史的
な調査資料（原調査票データその他）につ
いて、それぞれのデータの質に合わせた多
次元的な利用の可能性を探究し、社会学の
研究教育に活かす方法を模索することであ
る。ここでいう「近代日本社会調査史」の
構築は、いうならば日本における社会学の
発展を総括し、これからの研究の可能性を、
歴史的な厚みにおいて考える新しい「学術
場」の設定である。 
 第 1 に、われわれは日本近代の社会調査
史の概略をまとめ、歴史的事実を共有する。
従来のように、いわゆる社会学者だけでは
なく、人類学者や農業経済学者あるいは社
会政策学者が行ってきた〈社会的なるもの〉
の調査をできるかぎり視野に入れることは、
方法論の検討に必要な拡大となる。個別分
野の学史記述を素材にした「総合」につい
て、すでに『民族学研究』17 巻 1 号の座談
会「特集・社会調査」の回顧や、川合隆男
氏の研究など、地域、家族、労働等々の領
域でいくつかの手がかりがある。これらの
手がかりをまず総合してみる必要がある。 
 第 2 に、個別の調査結果だけでなく、研
究の「方法」の意義を、歴史的な枠組みに
おいて明らかにすることは、われわれの独
創的な目標である。ブルデューの「社会学
の社会学」という立場になぞらえていうな
らば、「社会調査の社会調査」といいうるで
あろう。国勢調査が始まる 1920 年前後か
ら 2000 年代のフィールドワーク論にいた
る、社会調査論のテキストブックや、雑誌
や紀要類のなかで展開された調査論がいか
なる枠組みのもとで歴史を見通そうとして
いるのか。 
 第 3 に、本研究では日本近代の社会調査
史の総合的な叙述を見すえつつも、個別に
存在する歴史的な社会調査資料・データ（例
えば過去の調査票や、集計データ、あるい
は図表化された分析結果等々）を、どのよ
うに現在の社会学の研究教育に活かしうる
かのケース・スタディも、視野に入れて研
究を進めたい。個別の社会調査実践の成果



を参照できるデータベース作成の指針を明
らかにすることも、研究期間内の目標の一
つである。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は主たる目的である「社会調査史
の構築」を達成するために、まず既存の日
本社会学史からその素材を洗い出すととも
に、調査報告や調査論の分析を進め、「社会
的なるもの」の観察や分析がいかにデータ
化されテクスト化されているかの共同研究
を行う。そこで焦点となるのは、社会調査
が「社会的なるもの」の認識、すなわち社
会認識を生産してきた実践であるという位
置づけであり、その実践を支えた「方法」
を共有し批判的検討に付すためのアーカイ
ブ化が、研究会活動の基礎でもありプロセ
スともなろう。 
 方法としては、以下の３つの有機的な連
関のもとで進めていく。 
（3-1）研究資料の収集および加工整理と分
析。調査研究の報告書もしくは報告論文の
テクスト収集は、「理論・学説史」として
の学史から「調査史」あるいは「方法史」
としての学史へと転換するために不可欠の
共同作業である。これまでの検討は論文に
現われた調査意図と調査結果と解釈に限ら
れ、現実に使われた質問項目や調査票ある
いはデータ記録用紙の形式や工夫の検討は、
これまであまり共有されてこなかった。 
 今回の共同研究が、じっさいに調査研究
において使われた技法にまで遡って発掘し、
方法史的な検討に有効であるような形での
資料の収集と整理とが必要だと考えたのも、
そうした先行研究の弱点を補うためである。
本研究では、ひとつの資料に問題を代表さ
せてしまうのではなく、複数の資料体を考
えあわせていくことで広い視野を開き、関
係者へのヒアリング調査を含め研究グルー
プとしての戦略的なパースペクティブを共
有したいと考えている。 
（3-2）理論史から調査史への分析的な再構
成の基礎となる「方法」のアーカイブとし
ての共有の構築。文献目録という形式での
集成は、本研究の問題意識からすれば限界
が多すぎる。一定の長さの解題的な論文を
中心に構成された島崎稔氏ら農村社会学の
研究グループによる歴史的な労作である
『戦後日本の農村調査』（1977）の形式も、
個々の報告書の調査結果の論評に偏ってし
まっている。日本の社会調査史を方法論の
立場を重視しつつ、「方法」の工夫一覧する
知識の土台としては、あまり妥当なものと
はいえない。これまでの社会学研究方法論
での一つの問題は、議論が具体的な調査資
料や技術に基づいて行われず、ごく限られ
た形で二次分析が行われたような例を除い
て、データや調査記録の具体性のレベルに
まで遡った参照がほとんどなかった点にあ

る。いかなる形での共有が構築しうるかは、
具体的な資料に基づくケース・スタディを
積み重ねる必要がある。東京大学文学部社
会学研究室に埋もれていた「社会調査室資
料」や、戦後の代表的な社会調査の調査票
原票などが、アーカイバル・データベース
の素材となる。それらを事例として参照し
比較しうるだけでなく、そこで引き出され
ている解釈を批判する根拠ともなりうるよ
うに、資料共有の方法を考えたい。 
（3-3）問題の洗い出しや視点の整理から日
本近代社会調査史の構築をめぐる研究会活
動。いかなる成果発表のスタイルを選ぶの
かも、研究会で討議すべき課題である。す
でに述べているように本研究の目的は、理
論構築とともに「社会学すること」を支え
ている調査実践の営みを、歴史的な厚みの
もとで描きだすことを通じて、方法論的な
想像力を活性化させる。いまだ社会学史と
しては書かれていない社会調査史の構築は、
重要な媒介となろう。 
 可能であるならば、ここでの事実の発掘
や方法の評価をもとに、歴史社会学の方法
論を学ぶテクストの構想や、公開しうる社
会調査史データベースの実験へと結びつけ
たいと思う。 
 こうした課題とその達成の方法とを簡略
化して図示するとすれば、下記のようになろ
う。 

 
４．研究成果 
 
 平成 22 年度の成果としては、第１の課
題である近代日本の多様で多面的な「社会
調査史」を調査実践の経験的な事実の累積
をもとに描きだす作業は、それぞれの研究
分担者の領域で進め、学会発表等々でその
成果を公開した。とりわけ研究代表者がま
とめた『社会調査史のリテラシー』は、今
後の研究会活動の基盤の一つとなる成果で
あった。第２の「方法史としての学史」を
構成する課題に関しては、具体的な研究実
施計画に掲げた「社会調査室資料」（仮題）
のリスト化および画像化の作業を踏まえて、
データアーカイブとしての利用に向けた検
討を始めた。第３の課題、すなわち歴史的
な調査資料（原調査票データやモノグラフ



研究のなかで残された関連資料その他）に
ついて、それぞれのデータの質に合わせた
多次元的な利用の可能性を探究し、社会学
の研究教育に活かす方法を模索するという
点は、国勢調査関係資料の整理方針の検討
や、都市コミュニティ調査の残存資料の予
備的な検討にとどまった。しかしながら、
経験研究をリードしてきた先駆者たちの理
論や方法については、研究分担者の祐成保
志や米村千代の研究が成果として公開され
ている。 
 平成 23 年度は研究会活動を海外にまで
拡げることで、第１の課題である「社会調
査史」の視野を深め、あわせて国際的な発
信を模索した。具体的には調査地の中国・
上海で、現地の研究者をまじえて研究会を
行い、この歴史社会学的な研究の意義の共
有に意欲的に取り組んだ。そこでの研究発
表では、研究分担者の赤川学による、歴史
のなかで忘れられてしまった人物（研究者）
のライフ・ヒストリーや事績に迫るための
文献の活用法や、研究代表者が昨年に引き
続いてまとめた、ある民間学者の資料コレ
クションの分析方法など、多様な資料形態
で残されている研究者の資料にどのように
アプローチすべきかが討議された。 
 第２の課題である方法史としての学史の
構成は、その基礎となる理論史と方法史と
の架橋という作業を進めるなかで、研究分
担者である野上元が本年度の研究成果とし
てまとめた『戦争社会学ブックガイド』と
その作成にいたる一連の作業が、成果とし
て注目される。文献資料の共有・集成のし
かたとしても、また本プロジェクトが課題
のひとつとして位置づけている、教育に活
かせる「テクスト」「教科書」の模索という
点からも、検討に値する事例を提供した。 
 第３課題である歴史的な研究資料の収集
及び加工整理と分析については、本年度は
国際的な視野をも加えて、日本が戦前に中
国その他の海外において行ってきた社会調
査についての予備的な研究を始めるなかで、
社会調査史の充実を図るためには国内の蓄
積に限らず検討していく重要性が明らかに
なった。また、関係資料を電子化しつつ、
索引的な機能をいかに効率的に加えていく
かについても、研究代表者が所蔵管理して
いる文献群をケースとした試みを進めてき
た。ファイル名の付け方など、いくつかの
問題への課題と知恵とが生まれつつある。 
 平成 24 年度は、第１の課題の成果でも
あった佐藤健二『社会調査史のリテラシー』
（2011）を手がかりにしながら、戸籍、国
勢調査、統計、都市研究、地域研究の複数
のフィールドにおいて、「近代日本社会調査
史」のさまざまな試みや源流の掘り起こし
を進めた。公共性の構築という論点からの
検討が加えられ、その意義が話し合われた
ことも研究成果の一つである。既存の「社
会調査論」の体系的な再検討では、研究代

表者が『社会調査ハンドブック』の分析で
試みた、構成や参照資料、また調査手法の
分類、調査プロセスのイメージなどの分析
を手がかりに、分析枠組みやその方針を検
討した。「社会調査論」の論文の収集につい
てはかなり進め、社会調査協会が編集を進
めている『社会調査事典』の事業にも協力
しつつ研究を進めた。第２の課題および第
３の課題について、東京大学文学部社会学
研究室所蔵の「社会調査室資料」のリスト
化および画像化に関して、基本的な整理共
有と分析のプロジェクトを立ち上げた。同
時に、この蓄積とも深く関連する「鋳物の
町」関連のデータ整理と分析は、学部およ
び大学院の学生の教育研究の実習という要
素も入れながら作業を進めて、その一部を
データ化した。 
 平成 25 年度および 26 年度に関しては、
このプロジェクトのまとめの年と位置づけ
てきた。 
 第１の課題である「近代日本社会調査史」
の発掘と学史としての構築をめぐっては、
日本の社会調査の実践に方法的にも人材育
成の点でも大きな影響を与えた、柳田国男
のいわゆる「民俗学」の周辺を集中的に洗
い直して充実させた。佐藤健二『柳田国男
の歴史社会学』（2015）には、その作業の
成果が活かされている。 
 第２の課題である「社会調査室資料」（仮
題）のデータアーカイブ化のプロジェクト
に関しては、これまで進めてきた調査票デ
ータベースの入力基礎作業がほぼ終えたこ
とを受けて、具体的な資料の活かしかたに
ついて検討した。並行して行ってきた「鋳
物の町」調査票の二次分析に関する方法論
のマニュアル化については、技術的な理由
から進行が遅れた側面もあるが、課題とな
るべきところは浮かび上がってきている。
二次分析の作業のなかで浮かびあがってき
た課題については、必ずしもすぐに解決で
きる問題ばかりではないので、このプロジ
ェクトの達成を受けた後にも引き続き検討
するためのスキームを明確にして継続的に
取り組める準備を整えた。 
 この研究プロジェクトにおける既存の
「社会調査論」の体系的な再検討という主
題の主たる目的は、「社会調査史」の学史的
な構築に資するという以上に、教育に活か
せる「テクスト」「教科書」の模索およびそ
こにおける社会学的想像力の育成という意
味あいが強い。この課題の一部については、
研究代表者の『論文の書きかた』（2014）
をひとつの成果として挙げることができる。
既存の社会調査論の体系的な再検討の作業
では、『社会調査事典』事業への協力を通じ
て、研究代表者は「社会調査とは何か」の
大項目ほか「データ批判」などの複数項目
において、これまでの論点を整理し、研究
分担者もさまざまな項目で稿を寄せて協力
した。とりわけ、いわゆる質的調査法に属



するさまざまな手法については、この研究
プロジェクトの成果が活かされている。 
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